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１． 研究課題 
 人間や情報システムの表層にありながら必ずしも意識されない潜在的な情報が、顕在的行

動に与える影響の科学的解明と活用を目指した実験・調査研究を行う。認知科学では従来、

自覚的な言語報告や身体動作の測定に重きが置かれてきたが、我々のこれまでの研究により、

むしろ自覚的でない情報が人間の行動や意思決定に決定的な影響を持つことが分かってきた。 

そこで本研究では、過去 10 年以上にわたり、渡邊研究室で用いられてきた研究手法（身体動

作、認知行動や自律神経応答の計測）を継承し、人間が五感情報を知覚・認知する際の注意

過程、意思決定プロセス、行動への変換過程などを、潜在・顕在過程の両面から解明するこ

とを目的とする。特に、人間の無自覚的あるいは潜在的な反応が人間の自然な認知・行動に

及ぼす影響を焦点に当て研究を行う。 

 

２． 主な研究成果 
当研究室での研究・研究成果は多岐にわたるが、今年度の主だった研究として、1）色情報

の潜在的認知過程の検討、2）自動模倣の発達過程の検討の 2つがある。 

1）色情報の潜在的認知過程の検討：色情報と他の感覚情報や認知バイアスとの潜在的な関

連について，網羅的な検討を進めている。本年度の研究成果としては，色とジェンダーバイ

アスの関連，および色と形の視覚情報統合に関する知見が挙げられる。前者については，赤

色と女性，青色と男性など社会に浸透しているジェンダーステレオタイプについて，潜在的

な認知処理における影響を明らかにした。例えば，性別に関連する単語を赤，緑，灰色の文

字色で呈示し，単語の意味が女性的か男性的か分類する実験では，赤色で書かれた女性的な

単語に対する反応時間が速くなることが示された。さらに，単語の意味を無視して文字色が

赤か緑かを判断するよう教示した課題でも，女性的な単語に対する赤色への分類がより速く

正確であった。このことから，刺激に付随する性別関連情報を自覚的に判断する事態でなく

ても，色による潜在的なジェンダーバイアスが作用することが示唆された。また，顔の性別

判断や人体のシルエットの性別判断においても，刺激や背景の色によるバイアスがあること

が明らかになった。色と形の情報統合に関しては，これまでの研究で円と赤，三角形と黄色

といったような感覚的な連合が非共感覚者においても存在することがわかっている。本年度

の研究では，色-形の連合の強度と自閉症スペクトラム指数 (AQ) との関連について検討し，

AQ が高いほど連合の強度が高い傾向にあることが明らかになった。 

2）自動模倣の発達過程の検討：自動模倣と呼ばれる他者の動きを無自覚的に模倣する運動

機能は，これまでの研究から学習や共感など社会性の発達の基盤となる過程であることが示



唆されているが，先天的かまたは後天的に獲得されるのかについては明らかになっていなか

った。本年度の研究では，自動模倣が発達の過程でどのように獲得されるのかについて，運

動課題に対する反応を成人と 5歳から 12 歳までの未成年，さらに年齢ごとに比較することで

検討した。他者の手指運動を観察しながら自らも手指運動を行う課題において，反応時間お

よび正反応率を測定し，観察刺激の模倣によって自己の運動が阻害される程度を指標化した。

5-6 歳児は成人と同程度に自動模倣の傾向が弱く，7-8 歳にかけて傾向が高くなり，その後漸

次的に成人と同程度の傾向に近づくことが明らかになった。このことから，自動模倣が後天

的に，かつ幼児期に逆 U 字型の発達過程により獲得されることが分かり，自己と他者を認識

するための潜在的認知処理の発達過程について重要な知見が得られた。 

そのほかにも複数の人間の認知行動過程における研究と外部発表を行っている（4.研究業

績参照）。 
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4.5 学会および社会的活動 

 該当なし 

 
５． 研究活動の課題と展望 

本プロジェクトでは、人間や情報システムの表層にありながら必ずしも意識されない潜在的

な情報が、顕在的行動に与える影響の科学的解明と活用を目指している。今年度行った、各

種のオンライン研究の成果や設置した実験機材などを活用して、今後は対面実験を含めたさ

らなる研究の実施を進め、国際的にインパクトのある研究成果を得るとともに、積極的にそ

の発信（学術論文等）を進めていく。 

 


